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こしてはならないとの固い決意のもと、 安全確保のための多重性、 多様件お拡��

充し、 電源と冷却機能の確保、 浸水防止などの緊急安全対策を、 速やかにか��

つ徹底的に実施しております。��

これらの対策が有効であることにつきましては 、 大飯発電所３・４号機の安全��

性に関する総合評価（ストレステスト）によって、 想定を超える事象に対しても頑��

健性が十分であることを定量的に評価して国にご報告し、 原子力安全 ・保安院��

および原子力安全委員会からの評価を賜りました。��

国が新たに策定されました「原子力発電所の再起動にあたっての安全件に��

関する判断基準」に関しまして、 当社は 、 更なる安全性 ・信頼性の 向上のため��

に今後実施してまいる対策の実施計画をとりまとめ、 本 日ご報告させて頂きまし��

た。 当社は、 原子力発電の信頼を回復するためには、 規制の枠組みにとらわれ��

ず、 安全性向上対策を自主的かつ継続的に進めていくことが小 口」欠であると考��

えており、 この実施計画を着実に実行してまいりますｎ��

また今後は、 新規制庁が打ち出される規制に対しまして、 迅速かつ確実に対��

応することはもとより、 安全悼向上のために必要な措置を自主的に策定し、 これ��

を実施してまいります。��

今後 、 地域が策定される原子力防災計画に対し、 積極的に協力していくとと��

もに、 当社ならびに関係する組織における非常時の緊急時体制を継続的に改��

善してまいります��

当社といたしましてはヽ 原子力安全の継続的な向上を最重要の経営方針と位��

置づけ、 あらゆる経営資源を投入し、 世界最高水準の安全性矛達成すべく、 私��

が 自ら先頭に立って、 努力してまいります。��
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